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集
計
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

地
域
情
報
化
住
民
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト

▼
町
内
全
世
帯
数
＝
１
５
４
９

▼
調
査
票
配
布
数
＝
１
３
４
８

▼
回  
収  
総  
数
＝
１
２
３
８（
回
収
率　
 
％
）

９２

　ケーブルテレビは、各家庭にケーブ
ルを引き、毎月使用料を支払って幅広
い番組を受信するもので、テレビのほ
か、高速インターネットやＩＰ電話（町
内無料）も利用できます。
 

▼日野町にケーブルテレビは必要
　ですか

▼ケーブルテレビを整備し、仮に次の加
入金・月額使用料で運営した場合加入しま
すか
　

（例）加入金・工事金　約９万円（加入時１回のみ）
　　　月額基本料金　   ２,９４０円（別にＮＨＫ受信料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   が必要）

　　　チャンネル数　   ３９チャンネル（希望により
                                             有料チャンネルを追加）

▼必要ない理由（主なもの）
　今のままでよい（27％）、費用が負担
　となる（26％）、町財政を考慮（22％）
▼必要な理由（主なもの）
　町の発展・将来のため（33％）、イ
　ンターネットの利便性（23％）、情報
　を得る手段として（17％）

海テレビのパンフレットの金額を参考にしました。
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▼
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
の
台
数
は
何
台
で
す
か

　　

■
１
台
（　

％
）　
　
　

■
２
台
（　

％
）　

６６

２０

　

■
３
台
以
上
（　

％
）　

■
未
記
入
（
４
％
）

１０

▼自宅でインターネットを
　利用していますか ▼インターネットを利用し

　ている人のうち、接続方

　法はどれですか
　

■ＩＳＤＮ（３２％）

■アナログ電話回線（３１％）

■ＡＤＳＬ（２１％）

■携帯電話やＰＨＳでの定

　額パケット通信（８％）

■未記入（７％）

■その他（１％）

▼自宅にパソコンがありますか

会
社
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
（
１
％
）

▼インターネットを利用している人のう

　ち、現在のインターネット環境に満足

　していますか
　

■満足していない（６２％）
　満足していない理由

　①現在の通信速度が不十分（７１％）

　②通信費用が高い（２４％）

　③その他（４％）

　④未記入（１％）

■満足している（３８％）
　満足している理由

　①現在の通信速度で十分（６７％）

　②通信費用が安い（２０％）

　③その他（８％）

　④未記入（５％）

▼ケーブルテレビを整備した場合、高速でより安
いインターネット（ブロードバンド）が使えるよう
になりますが ､あなたは加入しますか
　

（例）▼月額利用料金　
　　　　３,３００円（128Kbps）～６,０００円（30Mbps）程度
　　　全家庭に光ケーブルを引いた場合には、
　　　▼月額利用料金　
　　　　４,０００円（1Mbps）～６,０００円（100Mbps）程度
　　　（別途加入金などが必要。ケーブルテレビと同時加
　　　  入で１,０００円程度割引になります）

※例として示したケーブルテレビについての金額



4広報ひの

▼持っている携帯電話のメーカーはどこですか

■ＮＴＴドコモ（６８％）

■ａｕ【ＫＤＤＩ】（２５％）

■ソフトバンク（７％）

▼自宅での携帯電話が入る状況は

■
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

■
ａ
ｕ
【
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
】

■
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

▼携帯電話を持っていますか

今
は
持
っ
て
い
な
い
が
、
家
で
も
携
帯
電
話
の
電

波
が
入
る
よ
う
に
な
れ
ば
持
つ
予
定
（
５
％
）

今
は
持
っ
て
い
な
い
が
今
後
持
つ
予
定
（
４
％
）

　▼日野町内で携帯電話が使えなくて不便な地区はどこですか（回答の多かった地区を掲載）
　

　■金持（４６件）　　■真住【濁谷、秋縄、横路、門谷、門、三栗、三土】（４５件）

　■板井原（４３件）　■久住（３４件）　　■中菅【中菅、岡、追原、近江、畑】（２８件）

　■下榎（２３件）　　■高尾【高尾、後谷、小吹、倉谷】（２２件）　

　■奥渡【榎市、小原、別所】（２２件）　　■福長【久谷、漆原、諏訪、下福長、井ノ原】（１９件）

　■小河内【小河内、布瀬谷】（１８件）　　■上菅【上菅、長行岸、下上菅、荒神原】（１８件）　
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▼自宅でラジオを聴いていますか
▼聴いている理由（主なもの）
　・ラジオ体操・夜眠れないと
　き聴く・プロ野球中継・国会
　中継・音楽番組・地震のとき
　役立った・好きな番組がある

▼聴いていない理由（主なもの）
　・電波状態が悪い・テレビの
　情報で十分・聴く時間がない
　・カーラジオはよく聴くが家
　では聴かない

▼自宅のラジオの入り具合は (上位３位まで掲載 )
■ＮＨＫ第１　入りが悪い（２８％)、よく入る（２２％)、わからない（１４％）
■ＮＨＫ第２　入りが悪い（２８％)、わからない（１６％)、よく入る（１２％）
■山陰放送　　入りが悪い（３３％)、わからない（１４％)、入らない（13％）
■ＮＨＫＦＭ　入りが悪い（23％)、よく入る（18％)、わからない（15％）
■ＦＭ山陰　　入りが悪い（24％)、わからない（16％)、入らない（16％）

▼
町
の
地
域
情
報
化
に
つ
い
て
、
ど
の
事
業
に

一
番
に
着
手
す
べ
き
で
し
ょ
う
か

　

■
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行
対
応
（　

％
）

３５

■
携
帯
電
話
が
通
話
で
き
な
い
地
区
の
解
消
（　

％
）

２６

■
ラ
ジ
オ
の
受
信
地
域
の
拡
大
（
７
％
）

■
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
導
入
（
７
％
）

■
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
網
の
整
備
（
５
％
）

■
そ
の
他
（
１
％
） 

■
未
記
入
（　

％
）

２１

▼
町
の
財
政
状
況
を
考
え
る
と
、
地
域
情
報
化

事
業
は
ど
う
位
置
付
け
る
べ
き
で
し
ょ
う
か

　

■
地
域
情
報
化
よ
り
財
政
再
建
が
一
番
（　

％
）

３２

■
住
民
負
担
し
て
ま
で
す
る
必
要
な
し
（　

％
）

２５

■
医
療
・
福
祉
・
教
育
な
ど
別
の
事
業
を
優
先
（　

％
）

２２

■
財
政
再
建
よ
り
地
域
情
報
化
を
最
優
先
（　

％
）

１２

■
住
民
負
担
し
て
で
も
す
る
必
要
が
あ
る
（
７
％
）

■
そ
の
他
（
２
％
）

▼
そ
の
他
の
主
な
意
見
・
要
望

 

■
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
つ
い
て

・
こ
う
い
う
環
境
が
整
え
ば
地

元
離
れ
が
防
げ
る
と
思
う

・
財
政
難
の
こ
の
時
期
に
は
難

し
い
と
思
う
が
、
少
し
ず
つ
で

も
資
金
を
貯
め
、
数
年
後
に
は

実
施
し
て
ほ
し
い

　

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て

・
衛
星
を
使
っ
た
ネ
ッ
ト
整
備

は
で
き
な
い
か
。
災
害
時
に
も

大
き
な
役
割
を
果
た
す
は
ず
。

国
の
補
助
な
ど
得
る
こ
と
が
で

き
な
い
だ
ろ
う
か

・
高
速
で
使
え
な
い
と
都
会
か

ら
の
移
住
者
も
企
業
も
進
出
し

て
こ
な
い
と
思
う

・
黒
坂
地
区
と
根
雨
地
区
の

ネ
ッ
ト
環
境
が
違
い
す
ぎ
る

・
日
野
町
に
住
み
な
が
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
も
可
能

に
な
る
。
早
く
整
備
を

　

■
携
帯
電
話
に
つ
い
て

・
つ
な
が
ら
な
い
地
区
を
早
く

な
く
し
て
ほ
し
い

・
防
災
に
も
役
立
つ
の
で
町
内

全
域
で
使
え
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
・
高
齢
者
ば
か
り
の
山
間
部
で
、

災
害
時
は
命
綱
に
も
な
り
得
る
。

国
民
皆
同
じ
料
金
な
の
に
不
便

を
強
い
ら
れ
る
な
ん
て
差
別
と

し
か
言
い
よ
う
が
な
い

・
高
齢
者
に
も
使
い
や
す
い
も

の
が
ほ
し
い

　

■
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て

・
災
害
時
の
一
番
の
情
報
源
で

あ
る
ラ
ジ
オ
の
難
聴
を
一
番
に

解
決
し
て
ほ
し
い

　

■
地
域
情
報
化
に
つ
い
て

・
自
然
豊
か
な
日
野
町
に
住
み

な
が
ら
都
会
の
利
便
性
に
勝
る

暮
ら
し
が
し
た
い
。
そ
の
た
め

に
地
域
情
報
化
は
必
要

・
住
民
に
多
く
の
負
担
を
求
め

て
ま
で
必
要
が
あ
る
の
か

・
財
政
難
は
よ
く
分
か
る
が
、
地

域
情
報
化
は
必
要
不
可
欠
。
田

舎
だ
か
ら
こ
そ
整
備
が
必
要

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
下

榎
地
内
に
中
継
局（
中
日
野
局
）が
建
設
中
で
、
９

月
に
試
験
放
送
、　

月
に
本
放
送
が
始
ま
る
予
定

１０

で
す
。
す
で
に
施
設
の
改
修
が
必
要
と
思
わ
れ

る
共
聴
組
合
の
皆
さ
ん
と
連
絡
調
整
し
、
ま
ず
は

放
送
開
始
後
の
電
波
受
信
点
調
査
か
ら
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
の
不
感
地
区
解
消
に
つ
い
て

は
、
県
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
携
帯
電
話
エ

リ
ア
の
要
望
を
受
付
け
て
お
り
、
５
月　

日
現
在

１５

で
６
１
１
件
の
う
ち
日
野
町
か
ら
の
要
望
が
１

３
７
件
と
、
一
番
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
成
果
も
あ
っ
て
か
、
現
在
、
本
郷
や
濁
谷

地
内
で
携
帯
電
話
事
業
者
に
よ
る
鉄
塔
整
備
計

画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
事
業
者
に

よ
る
鉄
塔
整
備
を
推
進
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
県

と
連
携
し
て
、
国
や
携
帯
電
話
事
業
者
に
働
き
か

け
て
い
き
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
根
雨
地
区
の
一
部
で
は
、

す
で
に
事
業
者
に
よ
る
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
に
よ
る
高
速

化
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
携
帯
電
話
で

も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
な
ど
、
情
報

化
環
境
は
日
々
進
歩
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
参
考
に
、
ま
た
将

来
の
情
報
化
技
術
の
動
向
も
見
据
え
な
が
ら
、
地

域
に
必
要
な
情
報
化
施
策
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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日
野
町
で
は
昔
か
ら
和
牛
が
飼
わ
れ
、

「
日
野
牛
」
の
産
地
と
し
て
有
名
で
し
た
。

　

昨
年
鳥
取
県
で
開
か
れ
た
「
第
９
回
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
」
で
は
、
鳥
取
県
代

表
と
し
て
日
野
町
か
ら
も
３
頭
の
牛
が
出

品
さ
れ
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
最
近
は
和
牛
を
飼
う
生
産
者

や
、
飼
わ
れ
て
い
る
牛
の
数
も
減
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　

畜
産
振
興
の
た
め
、
町
で
は
、
新
し
く

和
牛
を
飼
い
始
め
る
人
に
助
成
を
行
う
事

業
を
、
県
の
補
助
を
受
け
て
行
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。

▼事業実施主体　新しく和牛繁殖経営を始める人（新規参入者）

▼事業内容　　　①施設整備事業＝新規参入者が畜舎、堆肥
　　　　　　　　　舎などの家畜飼養管理施設などを自ら整
　　　　　　　　　備する事業
　　　　　　　　②雌牛導入＝新規参入者が和牛繁殖雌牛を
　　　　　　　　　自ら導入する事業

▼補助率　　　　いずれの事業も 1/2

▼問合せ　　　　役場産業振興課（電話７２-２１０１）

～水田に和牛を放牧するための牧柵、
　給水施設などの整備に 1/2 を補助～

　県内でも、耕作放棄地の草刈り作業の省力化、
景観形成を目的に、新しく集落で和牛を飼って
水田に放牧している集落があります。
　水田に和牛を放牧することで農地保全にな
るほか、耕作放棄地がイノシシの巣になること
も防ぐことができ、獣害対策にも効果があると
いわれています。
 

問合せ　役場産業振興課 ( 電話７２-２１０１)
　　　　または、
　　　　ＪＡ鳥取西部日野営農センター
　　　　(電話７２-０３３８)
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振
り
込
め
詐
欺
に
よ
る

財
産
的
被
害
の
回
復
を

　

家
族
や
役
所
の
職
員
な
ど
に
成

り
す
ま
し
、
言
葉
巧
み
に
お
金
を

振
り
込
ま
せ
る
振
り
込
め
詐
欺
。

最
近
は
手
口
が
さ
ら
に
巧
妙
・
悪

質
化
し
、
全
国
で
被
害
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
び
、
振
り
込
め
詐
欺
の

被
害
に
あ
っ
た
人
の
財
産
的
被
害

を
回
復
す
る
た
め
、「
犯
罪
利
用

預
金
口
座
等
に
係
る
資
金
に
よ
る

被
害
回
復
分
配
金
の
支
払
等
に
関

す
る
法
律
（
振
り
込
め
詐
欺
救
済

法
）」
が
成
立
し
、
６
月　

日
に
施

２１

行
さ
れ
ま
し
た
。

振
込
先
の
金
融
機
関
が

被
害
回
復
分
配
金
を
支
払
い

　

振
り
込
め
詐
欺
救
済
法
に
よ
り
、

金
融
機
関
が
振
り
込
め
詐
欺
な
ど

で
お
金
が
振
り
込
ま
れ
た
預
金
口

座
の
取
引
停
止
な
ど
の
措
置
を
と

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
後
、

被
害
に
あ
っ
た
人
か
ら
被
害
回
復

分
配
金
の
支
払
い
の
申
請
を
受
け

付
け
、
金
融
機
関
が
分
配
金
を
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

被
害
回
復
分
配
金
の
支
払
額
は
、

被
害
額
そ
の
も
の
が
支
払
わ
れ
る

わ
け
で
は
な
く
、
口
座
の
残
高
に

対
す
る
被
害
額
の
割
合
な
ど
に
応

じ
て
変
わ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
振
込
先
口
座
は
、

預
金
保
険
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.dic.go.jp

）に

掲
載
さ
れ
ま
す
。

支
払
手
続
き
は

振
込
先
の
金
融
機
関
へ

　

被
害
回
復
分
配
金
の
支
払
い
を

受
け
る
た
め
に
は
、
振
込
先
の
金

融
機
関
へ
「
申
請
書
」「
本
人
確
認

書
類
」「
振
込
み
の
事
実
を
確
認
で

き
る
書
類
」
を
持
参
し
、
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
し
出
て
も
分
配
金
の

支
払
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

※
具
体
的
な
手
続
き
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
振
込
先
の
金
融
機

関
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（町産業振興課からの回答）
　ご意見ありがとうございます。
　指摘いただいたプラスチック製品のリサイクル
については、「平成２０年度ごみ収集カレンダー」
１０ページに記載していますとおり、来年度からＲ
ＰＦ ( 軟質プラスチック・木くず・布類）を分別
収集し、工場の燃料として再利用することとして
います。なお、今年度は試行的に布類のみ収集を
行っています。
　古紙の収集については、新聞・チラシ・雑誌だ
けでなく、封筒やはがき、名刺などの小さな紙も、
封筒に入れたり新聞に挟み込んで出していただく
とリサイクルできます。｢ごみ収集カレンダー｣１１
ページで詳しく説明していますのでご覧ください。

●まちへのご意見・ご提案などなんでも提案箱へお寄せください。寄せられたご意見の一部と回答を紙上でご紹介します
●提案箱の設置場所＝町役場、役場黒坂支所、根雨および黒坂郵便局

ごみ減量化へ取り組みを
（町内の人からのご意見）

　現在、町が収集している不燃ごみには、卵の
パックやお菓子の袋、弁当の容器などのプラス
チック製品は含まれておらず、はさみで切れる
物はすべて「燃えるごみ」として出すことになっ
ています。もうそろそろリサイクルの対象とし
て住民全体に呼びかけてもいいのではないで
しょうか。
　また、いろいろな紙類をみんな燃やすのでは
なく、チラシなどといっしょにリサイクルに出
して、ごみを減らすことも大切なのではないで
しょうか。

『提案箱』に寄せられたご意見・
ご提案の一部を紹介します

救済までの流れ
　

①被害にあった人が警察と金融機関に申し出る

▼

②預金保険機構が犯罪に利用された口座の公告

　をホームページ（http://www.dic.go.jp）に

　掲載する

▼

③被害にあった人が、自分が振り込んでしまっ

　た口座がないか確認する

▼

④預金保険機構が被害回復分配金支払いを受け

　付ける公告をホームページに掲載する

▼

⑤被害にあった人が振込先の金融機関に支払い

　を申請する

▼

⑥金融機関が被害回復分配金を支払う
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近
年
、
高
齢
者
が
親
族
な
ど
か

ら
暴
力
を
受
け
る
「
高
齢
者
虐
待
」

が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　

皆
さ
ん
は
、
高
齢
者
虐
待
の
早

期
発
見
、
早
期
対
応
を
図
り
、
家

族
、
親
族
な
ど
高
齢
者
の
養
護
者

を
支
援
す
る
「
高
齢
者
虐
待
防
止

法
」（
平
成　

年
４
月
施
行
）
を

１８

知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

高
齢
者
虐
待
は
「
身
体
的
虐
待
」

「
心
理
的
虐
待
」「
性
的
虐
待
」「
経

済
的
虐
待
」「
介
護
・
世
話
の
放
棄
、

放
任
」
な
ど
を
虐
待
と
し
て
い
ま

す
。

　

国
が
調
査
し
た
結
果
、
虐
待
の

原
因
は
、
介
護
疲
れ
や
人
間
関
係

な
ど
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
長
年

の
介
護
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
、
介
護

者
の
孤
立
な
ど
が
原
因
で
、
言
葉

の
暴
力
や
介
護
の
放
棄
に
つ
な
が

り
、
虐
待
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。　

　

虐
待
の
行
為
は
、
加
害
者
に
自

覚
が
な
か
っ
た
り
、
高
齢
者
自
身

が
遠
慮
を
し
た
り
し
て
、
実
態
が

分
か
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
「
虐

待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
高
齢
者

を
発
見
し
た
人
は
市
町
村
に
通
報

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
周
り
で
虐
待
の
疑
い

を
感
じ
た
ら
、
日
野
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
電
話　

‐
１
８

７２

５
２
）
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各

種
関
係
機
関
と
連
携
し
て
相
談
支

援
な
ど
必
要
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

　

介
護
の
悩
み
な
ど
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
に
、
相
談
く
だ
さ
い
。　

まちの介護予防だより　連載④
　

役場健康福祉課（電話７２‐０３３４） のロココとダラカ
介
護
予
防

　

■身体的虐待
（身体を傷つける暴行を加える )
例えば…たたく・つねる・けるなど

■心理的虐待
（暴言や心理的に傷つける )
例えば…怒鳴る、ののしる、悪口、排せ
つの失敗に対して恥をかかせるなど

■性的虐待
（わいせつな行為をしたり、させたりする )
例えば…下半身を裸にして放置、キス、
性的行為を強要するなど

■経済的虐待
（高齢者の財産を不当に使う )
例えば…必要なお金を渡さない、使わ
せない、年金や貯金などを本人の意思
に反して使うなど

■介護・世話の放棄、放任
（衰弱させるような減食、食事の世話
をしない、養護を怠る )
例えば…栄養失調の状態にある、劣悪
な環境の中に放置など

昨年のコンサートの様子
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カ
ワ
コ
ふ
れ
あ
い
公
園
（
黒
坂
）
を
住
民

の
手
で
き
れ
い
に
し
よ
う
と
、
６
月　

日
、

１５

黒
坂
地
区
連
合
区
会
（
和
田
佳
洋
会
長
）
と

公
園
管
理
委
員
会
（
恩
田
孝
雄
委
員
長
）
主

催
の
一
斉
清
掃
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
作
業
に
は
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
ほ
か
、
町
・
県
の
職
員
ら
１
０
０
人
以

上
が
参
加
し
、
公
園
内
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場

周
辺
の
草
取
り
や
、
河
原
の
草
刈
り
を
行

い
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
の
参
加
に
よ
り
予
定
時
間
よ

り
も
早
く
作
業
が
完
了
し
、
す
っ
き
り
と

し
た
公
園
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

公園に住むカモ (左 ) も作業を見学？

人
海
戦
術
で
一
気
に
除
草

　

６
月　

日
、
久
住
の
さ
く
ら
ん
ぼ
園
、
セ

１６

ル
サ
ー
ル
久
住
で
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
経
営
者
の
稲
田
克
忠
さ
ん
（
高

尾
）
が
、
大
き
く
実
っ
た
さ
く
ら
ん
ぼ
を
味

わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
町
内
の
保
育
所
園

児
と
高
齢
者
福
祉
施
設
の
入
所
者
を
招
待

し
た
も
の
で
す
。

　

約
０
・
５
㌶
の
園
内
で
は
、
佐
藤
錦
な
ど

の
さ
く
ら
ん
ぼ
の
木
１
５
０
本
が
栽
培
さ

れ
て
お
り
、
招
待
さ
れ
た
園
児
ら
は
赤
く

実
っ
た
さ
く
ら
ん
ぼ
を
摘
み
取
っ
て
試
食
、

「
甘
く
て
お
い
し
い
」
と
口
々
に
話
し
な
が

ら
た
く
さ
ん
収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

摘んで味わって、大満足の園児たち

今
年
も
た
わ
わ
に
実
る

　

ま
ち
の
大
き
な
観
光
地
で
、
ツ
ツ
ジ
の

名
所
と
し
て
も
知
ら
れ
る
滝
山
公
園
（
中

菅
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
草
刈
り
作
業

が
、
６
月　

日
と
７
月
５
日
の
２
日
間
に

２１

わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

作
業
に
参
加
し
た
の
は
、
地
元
住
民
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
県
・
町
職
員
ら
延
べ
約
１

２
０
人
。　

日
は
雨
の
中
、
５
日
は
猛
暑

２１

の
中
と
い
う
悪
条
件
で
の
作
業
で
し
た
が
、

効
率
よ
く
作
業
が
進
め
ら
れ
、
遊
歩
道
や

公
園
駐
車
場
周
辺
、
花
座
敷
や
お
勝
が
池

周
辺
な
ど
の
散
策
コ
ー
ス
周
辺
が
見
違
え

る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

多くの人出で一気に除草

地
域
の
力
で
公
園
整
備

　

日
野
川
沿
い
で
活
躍
す
る
音
楽
グ
ル
ー

プ
が
集
ま
り
演
奏
を
披
露
す
る
日
野
川
音

楽
祭
が
、
６
月　

日
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
・

２２

ホ
ー
ル
森
の
音
楽
隊
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
第　

回
と
な
る
こ
の
音
楽
祭
に

１２

は
、
ジ
ャ
ズ
、
ロ
ッ
ク
、
コ
ー
ラ
ス
、
大
正

琴
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽

グ
ル
ー
プ
全　

組
が
出
演
し
、
多
彩
な
ス

１１

テ
ー
ジ
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

舞
台
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
恒
例
の
町
民

歌
「
き
ら
り
こ
の
町
」
の
合
同
演
奏
。
音
楽

祭
を
華
や
か
に
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ホ
ワ
イ
エ
で
は
、
出
演
者
ら
に
よ

る
バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
、
野
菜
や
不
要
品
、
古

着
な
ど
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

地
元
の
音
楽
家
た
ち
の
祭
典客席とひとつになって町民歌「きらりこの町」を
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実
際
に
事
業
所
な
ど
で
働
く
体
験
を
通

し
て
、
働
く
こ
と
の
意
義
を
学
ぼ
う
と
、
６

月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
３
日
間
、
日
野

２３

２５

中
学
校
２
年
生
の
生
徒　

人
が
職
場
体
験

４５

学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
病
院
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、
警
察
署
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な

ど
、
町
内
を
中
心
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
業

種
の　

事
業
所
で
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

１７

　

黒
坂
警
察
署
で
学
習
し
た
安
達
柚
香
さ

ん
、
長
尾
彩
加
さ
ん
、
矢
田
貝
春
奈
さ
ん
は
、

「
白
バ
イ
な
ど
を
見
学
し
た
り
、
指
紋
を

採
取
し
た
り
、
駐
在
所
を
見
学
し
た
り
し

ま
し
た
。
駐
在
所
で
は
、
地
域
の
パ
ト

ロ
ー
ル
や
道
案
内
、
落
し
物
の
処
理
な
ど
、

仕
事
が
多
く
あ
っ
て
た
い
へ
ん
だ
と
思
い

ま
し
た
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。 ひのっこ保育所では、園児に手遊びを指導

働
く
っ
て
た
い
へ
ん
だ

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
通
し
た
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
鳥

取
県
西
部
軟
式
野
球
連
盟
（
高
橋
精
一
会

長
）
ほ
か
有
志
の
皆
さ
ん
が
、
日
野
町
民

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
実
行
委
員
会
（
田
口
享
実
行

委
員
長
）
に
寄
付
金
を
贈
り
、
６
月　

日
、

２６

町
役
場
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

発
起
人
の
吉
島 
潤

承
 さ
ん
（
米
子
市
）

じ
ゅ
ん
し
ょ
う

は
、「
こ
れ
ま
で
３
回
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

を
観
て
、
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
頑
張
っ

て
い
る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
学
校
の
合

間
に
時
間
を
割
い
て
練
習
を
重
ね
て
き
た

こ
と
を
次
の
子
ど
も
た
ち
に
も
伝
え
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、　

月
１１

　

日
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
上
演
さ
れ
ま

２３す
。

高橋会長から寄付金を受け取る田口実行委員長（中央）

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
感
動

　

食
に
関
す
る
知
識
と
、
食
を
選
ぶ
力

を
身
に
付
け
る
た
め
の
「
食
育
」
を
進

め
る
た
め
、「
食
育
の
日
」
で
あ
る
６
月

　

日
、
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

１９（
佐
々
木
高
子
会
長
）
の
会
員
や
県
職

員
ら
に
よ
る
朝
食
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、

ひ
の
っ
こ
保
育
所
（
津
地
）
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

会
員
ら
は
、
保
育
所
帰
り
の
園
児
と

園
児
を
迎
え
に
き
た
保
護
者
に
朝
食
に

つ
い
て
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
っ
た
り
、

「
朝
ご
は
ん
を
毎
朝
食
べ
て
ま
す
か
」

な
ど
声
を
か
け
、
朝
食
の
大
切
さ
に
つ

い
て
訴
え
か
け
ま
し
た
。

園児たち一人一人に声かけ

ち
ゃ
ん
と
食
べ
よ
う
朝
ご
は
ん

　

６
月　

日
、
町
商
工
会
女
性
部
（
﨏
川
美

２６

智
子
部
長
）
に
よ
る
、
使
用
済
み
の
食
用
油

を
使
っ
た
ろ
う
そ
く
作
り
が
、
町
商
工
会

館
（
根
雨
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
の
お
盆
に
行
っ
て
好
評

だ
っ
た
、
根
雨
の
ま
ち
に
灯
ろ
う
を
設
置

す
る
企
画
を
今
年
も
行
い
、
灯
ろ
う
に
灯

す
ろ
う
そ
く
を
手
作
り
し
よ
う
と
計
画
さ

れ
た
も
の
。
講
師
に
、
鳥
取
県
環
境
学
習

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
向
井
哲
朗
さ
ん
（
米
子

市
）
を
迎
え
、
油
に
凝
固
剤
を
入
れ
て
簡
単

に
で
き
る
ろ
う
そ
く
の
作
り
方
を
教
わ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
手
づ
く
り
の
ろ
う
そ
く
は
、
８
月

　

日
か
ら　

日
ま
で
の
夜
間
、
根
雨
の
ま

１３

１５

ち
中
に
設
置
さ
れ
る
約
２
０
０
個
の
灯
ろ

う
の
中
に
灯
さ
れ
、
ま
ち
を
彩
り
ま
す
。 凝固剤を入れた油を容器に注いで、固まれば完成

意
外
と
簡
単
、
や
さ
し
い
明
か
り
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子
ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を

伝
え
よ
う
と
、
７
月
１
日
、
元
水
泳
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
の
田
中
雅
美
さ
ん
が
黒
坂
小

学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

田
中
さ
ん
は
北
海
道
出
身
。
ア
ト
ラ
ン

タ
、
シ
ド
ニ
ー
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

水
泳
平
泳
ぎ
で
出
場
し
、
シ
ド
ニ
ー
大
会

の
４
０
０
㍍

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
で
銅
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

田
中
さ
ん
は
、
児
童
た
ち
に
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
話

し
、
ま
た
、「
メ
ダ
ル
が
と
れ
た
の
は
リ

レ
ー
の
仲
間
た
ち
の
お
か
げ
。
皆
さ
ん
も

周
り
の
友
達
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
と
訴

え
ま
し
た
。　

　

そ
の
あ
と
は
プ
ー
ル
で
田
中
さ
ん
に
よ

る
水
泳
指
導
が
行
わ
れ
、
児
童
た
ち
は
水

と
親
し
む
楽
し
さ
や
泳
ぎ
方
の
こ
つ
・

・

な
ど

を
教
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

「人に自分の夢を話すのはいいこと」と話す田中さん

水
と
親
し
む
楽
し
さ
を
体
験

　

７
月
の
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

強
調
月
間
」
に
合
わ
せ
、
７
月
１
日
、

町
内
の
関
係
者
ら
に
よ
る
街
頭
啓
発
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

根
雨
駅
で
は
、
登
校
す
る
高
校
生
ら

に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
手
渡
し
、「
非

行
の
な
い
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
犯
罪
・

非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
て
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た

め
の
全
国
的
な
運
動
で
、
各
地
で
さ
ま

ざ
ま
な
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一人一人にあいさつと呼びかけを

明
る
い
社
会
を
目
指
そ
う

　

県
西
部
の
消
防
団
に
よ
る
、
消
防
ポ
ン

プ
操
作
の
機
敏
さ
な
ど
を
競
う
、
第　

回
５０

県
西
部
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
（
県
西
部
消

防
協
会
主
催
）
が
、
７
月
６
日
、
県
消
防
学

校
（
米
子
市
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
消
防
ポ
ン
プ
を
使
っ
て
放
水

し
、
そ
の
動
作
の
正
確
さ
や
速
さ
な
ど
を

競
う
も
の
。
今
回
は
、
消
防
ポ
ン
プ
の
部

に
８
隊
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
２
隊
が
出

場
し
、
日
野
町
消
防
団
か
ら
は
、
小
型
ポ
ン

プ
の
部
に
第
１
分
団
の
５
人
の
選
手
が
出

場
し
ま
し
た
。

　

第
１
分
団
の
選
手
は
、
素
早
く
丁
寧
な

動
作
で
見
事
な
操
法
を
披
露
、
準
優
勝
と

な
り
ま
し
た
。
選
手
ら
は
、
７
月　

日
に

２０

鳥
取
市
で
開
か
れ
る
第　

回
県
消
防
ポ
ン

５４

プ
操
法
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

目指すは全国大会出場

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
準
優
勝
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毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査
に
ご
協
力
を

　　

厚
生
労
働
省
で
は
、
７
月　

日
３１

現
在
で
常
用
労
働
者
を
１
～
４
人

雇
用
し
て
い
る
事
業
所
を
対
象
に
、

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
を

行
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
１
～
４
人
規
模
事
業

所
に
お
け
る
賃
金
や
労
働
時
間
、

労
働
者
数
の
動
き
を
明
ら
か
に
す

る
大
切
な
調
査
で
す
。
調
査
対
象

と
な
る
事
業
所
に
は
、
７
月
下
旬

か
ら
８
月
上
旬
に
か
け
て
統
計
調

査
員
が
訪
問
し
て
調
査
を
行
い
ま

す
。

　

調
査
し
た
内
容
は
、
統
計
を
作

る
た
め
に
の
み
使
わ
れ
ま
す
の
で
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。
調
査
の
大
切
さ
を
理
解

い
た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

鳥
取
県
企
画
部
統
計
課

（
電
話
０
８
５
７
‐　

‐
７
１
０
３
）

２６

消
防
職
員
採
用
試
験

　
募
集
職
種　

消
防
吏
員
４
人
程
度

応
募
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日

５６

以
降
に
生
ま
れ
た
人

試
験
日
程　

▼
第
１
次
試
験
（
教

養
試
験
･
体
力
試
験
・
消
防
適
性

検
査
）
＝
９
月　

日
（
日
）
▼
第

２１

２
次
試
験
（
面
接
試
験
・
作
文
試

験
・
健
康
審
査
）
＝　

月
下
旬

１０

採
用
予
定　

平
成　

年
４
月
１
日

２１

申
込
期
間　

８
月　

日
（
水
）
～

１３

８
月　

日
（
木
）
※
郵
送
の
場
合

２８

は
８
月　

日
（
水
）
必
着

２７

申
込
み
お
よ
び
受
付
場
所　

県
西

部
広
域
行
政
管
理
組
合　

消
防
局

総
務
課
（
電
話
０
８
５
９
‐　

‐
３５

１
９
５
１
）

放
送
大
学　

月
入
学
生
募
集

１０

 　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
で
授
業

を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働

き
な
が
ら
学
び
た
い
、
学
び
を
楽

し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目

的
で
、
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
人

が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
平
成　

年
度
第
２
学
期

２０

（　

月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し

１０
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資
料
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

募
集
学
生
の
種
類

教
養
学
部　

科
目
履
修
生
（
６
か

月
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履

修
）、
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学

し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）、
全

科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
し
、

卒
業
を
目
指
す
）

大
学
院　

修
士
科
目
生
（
６
か
月

在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履

修
）、
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学

し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

受
付
期
間　

８
月　

日
ま
で

３１

資
料
請
求
（
無
料
）・
問
合
せ
先　

〒
６
９
０
‐
０
０
６
１　

松
江
市

白
潟
本
町　

番
地
ス
テ
ィ
ッ
ク
ビ

４３

ル
４
階

放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

（
電
話
０
８
５
２
‐　

‐
５
５
０
０
）

２８

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.u-air.ac.jp

介
護
基
礎
講
座
の
ご
案
内

 　

米
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

介
護
の
基
礎
知
識
・
技
術
を
学
ぶ

た
め
の
基
礎
講
座
を
開
き
ま
す
。

日
時　

８
月
７
日
（
木
）

　
　
　

午
前　

時
～
午
後
３
時

１０

場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里
（
米
子
市

錦
町
）

内
容　
「
排
せ
つ
の
し
く
み
と
お

む
つ
の
当
て
方
」

受
講
費　

無
料

定
員　

先
着　

人
（
定
員
に
な
り

３０

し
だ
い
締
め
切
り
）

申
込
先　

社
会
福
祉
法
人　

米
子

市
社
会
福
祉
協
議
会　

西
部
地
域

介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー
（
電
話

０
８
５
９
‐　

‐
５
４
７
０
）

２３

▼
報
告
事
項

 

①
生
活
体
験
合
宿
の
開
催
に
つ
い

て　

７
月　

日
か
ら
８
月
１
日
ま

２９

で
の
３
泊
４
日
、
小
学
校
４
～
６

年
生
の
希
望
者
を
対
象
に
行
い
ま

す
。
町
公
民
館
に
宿
泊
し
、
学
習

や
い
ろ
い
ろ
な
体
験
活
動
を
し
ま

す
。

②
町
青
少
年
育
成
会
街
頭
指
導
パ

ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て　

小
中
学
校

の
夏
休
み
期
間
中
に
、
青
少
年
育

成
会
会
員
に
よ
る
夜
間
街
頭
指
導

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

③
教
育
委
員
会
事
務
局
の
事
務
分

担
に
つ
い
て　

７
月
１
日
付
の
人

事
異
動
に
よ
り
、
事
務
分
担
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
後
の
事
業
な
ど
を
報
告

▼
協
議
事
項

 

①
少
人
数
学
級
編
成
に
か
か
る

協
力
金
に
つ
い
て　

小
中
学
校

に
お
け
る
少
人
数
学
級
の
教
育

的
効
果
は
高
く
、
継
続
し
て
い
く

た
め
国
や
県
に
予
算
的
配
慮
を

お
願
い
し
た
い
。
財
政
格
差
が

教
育
格
差
に
つ
な
が
ら
な
い
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。

昨年の生活体験合宿の様子
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〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１４８４

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://tosyo.town.hino.tottori.jp

E-mail　hinotosyo@book.town.hino.tottori.jp

８月１日 (金 ) ～３０日 (土 )

●町歴史研修会公開講座
８月２７日（水）１０：００～
場所：山村開発センター

■テーマ：「出雲街道根雨宿総集編③」
　　　　　　　～人物について～
　講師：川上　護さん

～情報を活用して仕事や趣味に生かそう～
時間＝１３：３０～１５：３０　場所＝役場大会議室

    対象＝一般利用者、行政職員（入場無料）　
        　講師＝斎藤明彦さん（県自治研修所長）
　　　　　　　　　　小林隆志さん（県立図書館支援協力課長）
　　　　　　　主催＝日野町図書館、鳥取県立図書館

／１９（火）
８

ほ　し

　

日野川に住む河童と、出雲街道を駆け抜ける
歴史のランナーが登場する物語。
ただいま練習の真っ最中です。

公演日　１１月２３日 (祝 )  昼・夜２回上演

「町民ミュージカルを応援する１００人の会」会員募集
　町民のミュージカルを応援し、その活動の芽を育て、大きく花開か
せようという会です。ぜひご入会ください。
▼会費　一口３０００円以上
▼特典　①公演当日のチケットを１枚（昼・夜いずれか）を進呈
　　　　②「みゅーじかる通信」などで練習の成果をお知らせ
　　　　③公開レッスン・リハーサルの見学
▼申込み・問合せ　日野町民ミュージカル実行委員会
　　　　　　　　　（町文化センター内　電話７２－１３００）

お芝居くらぶ　さん・ふぃーるど公演

日時　８月２日 (土 )１９：００～
　　　　   ３日 (日 )１４：００～
　　　　　      　（開場はいずれも３０分前）

会場　 町文化センター／ホール森の音楽隊
料金　 小学生以上前売５００円（当日高校 
             生以上８００円）
※チケットは町図書館で取り扱っています

●木のおもちゃづくり
８月２４日（日）９：００～
場所：山村開発センタ－

■「オリジナル時計」をつくろう
　講師：若林孝典さん（要材料費）

●図書館おはなし会
８月２３日（土）１０：００～
場所：図書館絵本コーナー
■海の絵本、おはなし、わらべうたなど
　（参加無料）

●サイエンスアカデミー講座
８月２３日（土）１０：３０～
場所：図書館郷土資料コーナー
■テーマ：「温泉水・地下水変化と地震予知」
　講師：西田良平さん（鳥取大学名誉教授）



　

６
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の　

１１

２５

１５

日
間
に
わ
た
り
、
移
動
博
物
館

「
恐
竜
の
世
界
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
鳥
取
県
立
博
物
館
の

「
博
物
館
が
や
っ
て
く
る
２
０
０

８
」
と
題
し
、
社
会
教
育
や
学
校

教
育
を
支
援
す
る
事
業
の
一
つ
で
、

プ
ロ
ト
ケ
ラ
ト
プ
ス
の
全
身
骨
格

（
複
製
）
を
は
じ
め
頭
骨
、
爪
の

複
製
標
本
や
模
型
な
ど　

点
の
資

４１

料
を
展
示
し
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か

に
な
っ
た
恐
竜
の
世
界
を
紹
介
す

る
も
の
で
す
。

　

延
べ
６
１
５
人
が
来
館
し
、
ふ

だ
ん
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
恐
竜

の
世
界
に
大
き
な
驚
き
と
歓
声
を

上
げ
ま
し
た
。
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県立博物館 企画展のお知らせ

ようこそ恐竜ラボへ！
～化石の謎をときあかす～

会期　７月１９日（土）～８月２４日（日）
会場　鳥取県立博物館（鳥取市東町）

　恐竜標本をただ並べるだけではなく、
日本人研究者がどのようにして恐竜化
石を発掘し研究しよみがえらせるのか
…。
　研究者がモンゴルから持ち帰った岩
石から化石を取り出し、様々な手法で
恐竜の真の姿を明らかにしていく過程
をご覧になれます。

夏休みはコレで決まり！ぜひ行ってみ
よう！

子
ど
も
陶
芸
教
室

～
触
れ
て
み
る
こ
と
が
大
切
～

 　

日
野
町
陶
芸
グ
ル
ー
プ
の
皆

さ
ん
を
講
師
に
、
子
ど
も
陶
芸

教
室
を
６
月
７
日
（
形
を
作

る
）・　

日
（
絵
付
け
）・　

日

２１

２８

（
作
品
渡
し
）
の
３
日
間
の
行

程
で
開
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
一
人

一
人
に
粘
土
が
渡
さ
れ
、
思
い

思
い
の
形
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

粘
土
を
し
っ
か
り
こ
ね
る
と
こ

ろ
か
ら
悪
戦
苦
闘
。
講
師
の
皆

さ
ん
の
手
を
借
り
て
、
し
っ
か

り
こ
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
先
生
、
こ
こ
は
ど
う

い
う
風
に
し
た
ら
い
い
で
す

か
」
と
積
極
的
に
子
ど
も
た
ち

が
教
わ
る
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　

色
を
付
け
、
思
い
描
い
た
作

品
に
仕
上
げ
、
完
成
し
た
物
を

前
に
出
来
の
良
さ
に
満
足
し
た

子
、
次
は
も
う
ち
ょ
っ
と
あ
あ

し
よ
う
こ
う
し
よ
う
と
考
え
る

子
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
、
次
の
陶
芸

教
室
の
開
催
を
期
待
し
て
く
れ

ま
し
た
。

目
を
輝
か
せ
る
子
ど
も
た
ち

驚
き
と
歓
声
に
包
ま
れ
た　

日
間

１５

　
　

▼
移
動
博
物
館
「
恐
竜
の
世
界
」

多くの子どもたちでにぎわいました

骨格標本などさまざまな資料で恐竜の世界を紹介

絵付けも丁寧に指導
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６
月　

日
、「
後
期
高
齢
者
医

２０

療
制
度
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
役

場
健
康
福
祉
課
の
荒
木
憲
男
主
任

と
役
場
住
民
課
の
景
山
政
之
主
任

に
よ
る
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
荒
木
主
任
が
制
度
の
概

要
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な

悪
い
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
が
先
行
し

て
い
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で

す
が
、
こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健
制

度
と
同
様
の
給
付
が
受
け
ら
れ
る

点
や
、
移
送
費
の
支
給
な
ど
の
新

し
い
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
、
理

解
を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
ま
ま
で
は
医
療
制

度
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
を
説

明
し
、
一
人
一
人
が
健
康
に
気
を

つ
け
、
早
め
の
受
診
で
医
療
費
を

抑
え
て
ほ
し
い
と
強
く
訴
え
ま
し

た
。

　

景
山
主
任
は
保
険
料
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。
日
野
町
に
お
い

て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象

と
な
る
人
は
現
在
９
６
０
人
。
学

園
生
の
関
心
が
強
い
保
険
料
の
決

ま
り
方
、
保
険
料
の
納
め
方
に
つ

い
て
は
、
１
人
当
た
り
平
等
に
か

か
か
る
「
均
等
割
」
と
所
得
に
応

じ
て
決
め
ら
れ
る
「
所
得
割
」
を

あ
わ
せ
て
個
人
単
位
で
計
算
さ
れ

る
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

保
険
料
の
納
め
方
は
、
年
額　
１８

万
円
以
上
の
年
金
を
受
け
取
っ
て

い
る
人
は
原
則
と
し
て
年
金
か
ら

保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
以
外
の
人
は
納
付
書
や
口
座
振

替
な
ど
で
個
別
に
町
に
納
め
ま
す
。

ま
た
、
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
の
保

険
料
の
軽
減
措
置
な
ど
も
あ
り
ま

す
。
資
料
で
具
体
的
な
計
算
例
な

ど
を
用
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明

し
、
学
園
生
は
こ
の
制
度
を
理
解

し
た
様
子
で
し
た
。

　

質
問
で
は
、「
今
後
の
保
険
料

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
」「
い
っ
た
い
国
の
ど
こ
に
お
金

が
か
か
っ
て
い
る
の
か
」
な
ど
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
専
門
講
座
「
健
康
」

か
ら
お
知
ら
せ

　　

お
し
ど
り
学
園
グ
ル
ー
プ
専
門

講
座
「
健
康
」
で
は
、
健
康
を
テ
ー

マ
に
、
毎
月
あ
ら
ゆ
る
分
野
か
ら

講
師
を
招
き
学
習
し
ま
す
。

▼
８
月
は
…「
セ
ラ
バ
ン
ド
体
操
」

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
講
師
は
町

体
育
指
導
員
高
橋
伸
也
さ
ん
で
す
。

学
園
生
以
外
の
人
も
お
気
軽
に
参

加
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

正
し
い
理
解
で
納
得
の
制
度
利
用
を

　
　

▼
第
３
回
お
し
ど
り
学
園

身近なテーマに興味深く学習

★
子
ど
も
が
遭
い
や
す
い
犯
罪

①
誘
拐
・
連
れ
去
り
（
騙
し
た
り
、

誘
惑
し
て
連
れ
て
行
っ
た
り
、
暴

力
や
力
ず
く
で
連
れ
て
行
く
）

②
脅
迫
・
恐
喝
（
脅
さ
れ
た
り
、

脅
さ
れ
た
う
え
に
お
金
を
取
ら
れ

ま
す
）

③
い
た
ず
ら
・
わ
い
せ
つ
行
為
（
性

的
道
徳
に
反
す
る
行
為
）

④
幼
児
・
児
童
虐
待
（
叩
く
な
ど

の
暴
力
や
無
視
、
言
葉
の
暴
力
、

人
権
を
無
視
し
た
性
行
為
な
ど
）

★
子
ど
も
に
防
犯
の
し
つ
け

・

・

・

を 

　

自
分
自
身
で
被
害
を
防
げ
る
よ

う
、
日
ご
ろ
か
ら
防
犯
の
習
慣
を

身
に
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

①
一
人
に
な
ら
な
い　

一
人
で
遊

ん
だ
り
、
一
人
で
歩
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

②
外
出
時
に
は
行
き
先
な
ど
を
確

認
し
て
か
ら　

外
に
行
く
と
き
は
、

連
れ
や
行
き
先
、
目
的
、
帰
宅
時

間
を
言
っ
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う

③
知
ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
行
か

な
い　

何
か
言
わ
れ
て
も
つ
い
て

行
か
な
い
。
連
れ
去
ら
れ
そ
う
に

な
っ
た
ら
「
助
け
て
」
と
大
き
な

声
を
出
し
ま
し
ょ
う

④
知
っ
て
い
る
人
で
も
つ
い
て
行

か
な
い　

知
っ
て
い
る
人
で
も
、

家
族
の
了
解
な
く
車
に
乗
っ
た
り
、

つ
い
て
行
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

⑤
こ
わ
い
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
近

く
の
家
や
お
店
に
逃
げ
込
む　

す

ぐ
に
助
け
を
求
め
ま
し
ょ
う

⑥
こ
わ
い
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
は
、

大
人
に
話
す　

知
ら
な
い
人
に
声

を
か
け
ら
れ
た
り
、
つ
い
て
来
ら

れ
た
り
危
険
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら

大
人
に
話
し
ま
し
ょ
う

⑦
登
下
校
に
は
通
学
路
を
利
用
す

る　

人
通
り
の
少
な
い
道
を
歩
か

ず
、
な
る
べ
く
一
人
で
は
登
下
校

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

⑧
友
達
が
危
険
に
な
っ
た
ら
大
人

に
知
ら
せ
る　

友
だ
ち
が
知
ら
な

い
人
に
連
れ
て
行
か
れ
そ
う
に

な
っ
た
ら
、
近
く
の
大
人
に
知
ら

せ
ま
し
ょ
う

子
ど
も
を
守
ろ
う
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２
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【 
黒
坂  
小
学
校 
】

く
ろ
さ
か 
し
ょ
う
が
っ
こ
う

▼
な
か
よ
し
の　

こ
こ
ろ
の 
花 
を

は
な

さ
か
せ
よ
う
（
１ 
年  
 
高
橋  
美
里 
）

ね
ん 

た
か
は
し 

み
さ
と

▼
「
あ
り
が
と
う
」
さ
っ
と 
言 
え
る

い

あ
な
た
は
す
て
き
（
２
年　
 
恩
田  
晃
妃 
）

お
ん
だ 

み
つ
き

▼
「
ご
め
ん
ね
。」
で　

あ
な
た
も

 
私 
も
い
い 
気
持 
ち

わ
た
し 

き　

も
（
４
年　
 
久
留
馬  
夏
海 
）

く　

る　

ま 

な
つ
み

▼
ふ
ざ
け
て 
言 
っ
た 
一
言 
で　
 
人 

い 

ひ
と
こ
と 

ひ
と

の 
心 
を 
傷 
つ
け
る

こ
こ
ろ 

き
ず

（
６
年　
 
頭
本  
龍
大 
）

か
し
ら
も
と 
た
つ
ひ
ろ

 

【 
根
雨 
小
学
校
】

ね　

う

▼
お
は
よ
う
の　

こ
と
ば
ひ
と
つ

で　

み
ん
な
に
っ
こ
り

（
１
年　
 
中
田  
和
真 
）

な
か
だ 

か
ず
ま

▼
「
ご
め
ん
な
さ
い
」　

す
っ
き
り

し
た
よ　

な
か
な
お
り

　
（
１
年　
 
西
村  
実
梨 
）

に
し
む
ら 

み　

り

▼
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」　

や
さ
し
い

こ
と
ば　

う
れ
し
い
な

　
（
１
年　
 
西
村  
沙
梨 
）

に
し
む
ら 

さ　

り

▼ 
思 
い
や
り　
 
大
事 
に
し
よ
う

お
も 

だ
い
じ

た
か
ら
も
の 
（
３
年　
 
平
野  
大
地 
）

ひ
ら
の 

だ
い
ち

▼
や
さ
し
さ
は　
 
人 
と
人
と
を　

ひ
と

つ
な
ぐ 
糸 　
　
 

い
と

（
３
年　
 
堀
田  
恵 
）

ほ
り
た 

め
ぐ
み

▼ 
体 
の
き
ず
は 
治 
る
け
ど　
 
心 
の

か
ら
だ 

な
お 

こ
こ
ろ

き
ず
は
治
ら
な
い
（
５
年　
 
松
原  
成
志 
）

ま
つ
ば
ら 
ま
さ
ゆ
き

▼
「
あ
り
が
と
う
」
き
み
の 
心 
と

こ
こ
ろ

き
み
の 
笑
顔     

え
が
お

（
５
年　
 
堀
田  
潤 
）

ほ
り
た 

じ
ゅ
ん

▼
た
ち
切
ろ
う　

い
じ
め
や
差
別

の　

心
か
ら 
（
６
年　
 
松
本  
美
紀 
）

ま
つ
も
と 

み　

き

 

【 
日
野  
中
学
校 
】

ひ　

の 

ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

▼ 
話 
し 
合 
い　

み
ん
な
で
や
め
よ

は
な 

あ

う　
 
身
近 
な 
差
別 

み
ぢ
か 

さ
べ
つ

　
　
　
　
　
 
（
１
年　
 
西
村  
佳
畝 
）

に
し
む
ら 

か　

ほ

▼ 
人
権 
は　
 
幸 
せ
に 
生 
き
る　
 
大 

じ
ん
け
ん 

し
あ
わ 

い 

だ
い

 
事 
な 
権
利   　

じ 

け
ん
り

（
１
年　
 
長
尾  
健
太 
）

な
が
お 

け
ん
た

▼ 
見 
て
見
ぬ
ふ
り　

そ
れ
も
り
っ

み

ぱ
な　
 
加
害
者 
だ
。

か　

が
い
し
ゃ

　
　
　
　
　
 
（
２
年　
 
高
橋  
真
祐 
）

た
か
は
し 

ま　

ゆ

▼
あ
い
さ
つ
は　
 
心 
と
心
の　

こ
こ
ろ

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
（
２
年　
 
伊
田  
優
太 
）

い　

だ 

ゆ
う
た

▼
み
ん
な
あ
る　
 
小 
さ
な 
勇
気 
は

ち
い 

ゆ
う
き

 
大 
き
な 
力     

お
お 

ち
か
ら

（
２
年　
 
池
未  
裕
輝 
）

い
け
み 

ゆ
う
き

▼ 
分 
か
っ
て
る
？　
 
自
分 
の 
発
言 

わ 

じ
ぶ
ん 

は
つ
げ
ん

 
他
人 
の
き
も
ち

た　

に
ん

（
２
年　
 
川
上  
優
太 
）

か
わ
か
み 

ゆ
う
た

▼ 
失 
え
ば　
 
二
度 
と 
戻 
ら
ぬ　
 
尊 

う
し
な 

に　

ど 

も
ど 

と
う
と

い 
命 　
  　
　

い
の
ち

（
３
年　
 
広
瀬  
詩
乃 
）

ひ
ろ
せ 

し　

の

【 
日
野  
高
等
学
校 
】

ひ　

の 

こ
う
と
う
が
っ
こ
う

▼ 
気 
づ
こ
う
よ　
 
心 
で 
泣 
い
て
る

き 

こ
こ
ろ 

な

 
人 
の
こ
と    

ひ
と

（
１
年　
 
山
川
朗
紀 
）

や
ま
か
わ 

あ
き
の
り

▼ 
認 
め
よ
う　
 
人 
の 
個
性 
と　

い

み
と 

ひ
と 

こ
せ
い

い
と
こ
ろ        
（
２
年　
 
足
本
舞 
）

あ
し
も
と 

ま
い

▼ 
今  
無 
く
す　
 
未
来 
に 
残 
す
な　

い
ま 

な 

み
ら
い 

の
こ

 
差
別 
の 
心      

さ
べ
つ 

こ
こ
ろ

（
３
年　
 
宮
原
京
佑 
）

み
や
は
ら 

け
い
す
け

▼
「 
空
気  
読 
め
」
そ
ん
な
こ
と
よ
り

く
う
き 

よ

「 
心 
読
め
」 

こ
こ
ろ

（
３
年　
 
井
上
裕
友 
）

い
の
う
え 

ひ
ろ
と
も

▼ 
大
事 
に
し
た
い 
君 
の
こ
と　
 
大 

だ
い
じ 

き
み 

だ
い

 
事 
に
さ
れ
た
い 
僕 
だ
っ
て

じ 

ぼ
く

（
３
年　
 
宇
田
川  
賢
人 
）

う
だ
が
わ 

け
ん
と

▼ 
変 
わ
ら
な
き
ゃ　
 
気
付 
い
た

か 

き　

づ

 
貴
方 　

さ
あ 
一
歩 

あ
な
た 

い
っ
ぽ

　
　
　
　
　
（
３
年　
 
木
村  
愛
美 
）

き
む
ら 

ま
な
み

※ 
入
選
作
品 
は 
人
権
標
語
短
冊 
や

に
ゅ
う
せ
ん
さ
く
ひ
ん 

じ
ん
け
ん
ひ
ょ
う
ご
た
ん
ざ
く

カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
の 
啓
発
活
動 
に

け
い
は
つ
か
つ
ど
う

 
活
用 
し
ま
す
。

か
つ
よ
う

　

ま
た
、 

来
年 
は 
一
般 
か
ら
の 
応 

ら
い
ね
ん 

い
っ
ぱ
ん 

お
う

 
募 
も
お 
待 
ち
し
て
い
ま
す
。

ぼ 

ま

16

あ もの か ど ご ご  じ

ろうじん いこい いえ  こ う し あだち としこ

い ばな にち か ぷん

しもえのきしゅうかいしょ いくた きよこ

にってい へんこう

くわ しもえのきりんぽかん

じ か ん  よ て い  き が る  さ ん か

８ 
月 
の 
学
習
講
座 

が
つ 

が
く
し
ゅ
う
こ
う
ざ 
予
定 
よ
て
い

え 

み 

が
く
し
ゅ
う
か
い

が
つ 

に
ち 

ち
ゅ
う
が
く
せ
い 

ち
い
き

が
く
し
ゅ
う
か
い 

な
が
ね
ん 

か
い
ほ
う
う
ん
ど
う

ち
い
き 

せ
い
か
つ
か
い
ぜ
ん

ち
か
ら 

そ
そ 

い
し
だ 

か
ず

よ
し 

こ
う
し 

む
か 

む
か
し

せ
い
か
つ 

よ
う
す 

さ
べ
つ 

げ
ん
じ
ょ
う

が
く
し
ゅ
う

せ
い
と

ね
っ
し
ん 

き

地域の歴史を学びました

　
 
部
落
解
放  
人
権  
尊

重
  標
語 
を 
募
集 
し
た
と
こ
ろ
、
２
０
０ 
点
以
上 

ぶ
ら
く
か
い
ほ
う 

じ
ん
け
ん 
そ
ん
ち
ょ
う 
ひ
ょ
う
ご 

ぼ
し
ゅ
う 

て
ん
い
じ
ょ
う

の 
応
募 
が
あ
り
ま
し
た
。

お
う
ぼ

　

６ 
月 　
 
日 
に 
下
榎  
集
会
所 
で 
町
長 
を
は
じ
め
、 
選
考  
委
員 
に
よ
り 
厳 

が
つ 

に
ち 

し
も
え
の
き 
し
ゅ
う
か
い
し
ょ 
ち
ょ
う
ち
ょ
う 

せ
ん
こ
う 
い
い
ん 

げ
ん

２７

 
正 
に 
選
考 
し
、 
次 
の　
 
点 
が 
今
年
度 
の 
入
選
作
品 
に 
決
定 
し
ま
し
た
。

せ
い 

せ
ん
こ
う 

つ
ぎ 

て
ん 

こ
ん
ね
ん
ど 

に
ゅ
う
せ
ん
さ
く
ひ
ん 

け
っ
て
い

２５

　
 
入
選
者 
に
は 
賞
状 
と 
記
念
品 
が 
贈 
ら
れ
ま
し
た
。

に
ゅ
う
せ
ん
し
ゃ 

し
ょ
う
じ
ょ
う 

き
ね
ん
ひ
ん 

お
く

だい かい じんけんそんちょうしゃかい じつげん

とっとりけんけんきゅうしゅうかい ひら

がつ か もく きん

かいじょう くらよし みらい ちゅうしん くらよしし

さんか

といあわ ちょう きょういくいいんかい でんわ

しもえのきりんぽかん

２
０
０
８ 
年   
部
落
解
放  
人
権  
尊
重  
標
語 

ね

ん
 
ぶ

ら

く

か

い

ほ

う
 じ

ん

け

ん
 そ
ん
ち
ょ
う 
ひ

ょ

う

ご

 
入
選 

に
ゅ
う
せ
ん 
作
品
決
定 

さ

く

ひ

ん

け

っ

て

い

 
入
選
作
品 

に
ゅ
う
せ
ん
さ
く
ひ
ん

（ 
敬
称
略 
）

け
い
し
ょ
う
り
ゃ
く
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日
野
町
の
平
成　

年
６
月
末
の

２０

総
世
帯
数
は
１
５
４
１
世
帯
、
総

人
口
は
４
０
６
５
人
で
し
た
。
こ

の
内
、　

歳
以
上
の
人
口
は
１
５

６５

８
５
人
（　

・　

％
）、
ま
た　

歳

３８

９９

７５

以
上
の
人
口
は
９
３
２
人
（　

・
２２

　

％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

９３
　

高
齢
者
の
多
く
の
皆
さ
ん
は
健

康
で
自
立
し
て
暮
ら
し
て
お
ら
れ

ま
す
が
、
こ
の
ま
ち
が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
で
あ
る
こ

と
が
高
齢
者
は
も
ち
ろ
ん
、
み
ん

な
の
願
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
地
域
を

は
ぐ
く
ん
で
い
く
た
め
に
、
高
齢

者
も
含
め
て
一
人
一
人
が
ど
ん
な

こ
と
に
心
が
け
、
ど
ん
な
行
動
を

し
た
ら
よ
い
の
か
な
ど
、
今
回
は

高
齢
者
の
人
権
を
考
え
な
が
ら
地

域
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
と
は

　

は
じ
め
に
、「
高
齢
者
の
人
権

が
守
ら
れ
た
安
全
で
安
心
な
暮
ら

し
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
か
。

　

い
ろ
い
ろ
思
い
浮
か
ぶ
と
思
い

ま
す
が
、「
生
き
が
い
を
持
ち
続

け
、
地
域
社
会
の
中
で
積
極
的
な

役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
」「
健
康
状
態
や
環
境
条
件
に

か
か
わ
ら
ず
、
本
人
の
意
思
が
尊

重
さ
れ
る
社
会
で
あ
る
こ
と
」
ま

た
、「
医
療
や
介
護
、
生
活
面
な
ど

で
社
会
的
支
援
や
地
域
か
ら
の

様
々
な
形
で
支
援
、
情
報
提
供
な

ど
が
受
け
ら
れ
、
住
み
慣
れ
た
自

宅
や
地
域
の
中
で
愛
さ
れ
て
住
み

続
け
ら
れ
る
」
な
ど
、
こ
れ
は
ひ

と
つ
の
例
で
す
が
、
考
え
方
は
人

そ
れ
ぞ
れ
千
差
万
別
で
す
。
皆
さ

ん
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
思
わ
れ

た
で
し
ょ
う
か
。
し
ば
し
ば

ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
る
高
齢
者

の
自
殺
、
虐
待
や
い
じ
め
、
孤
独

死
な
ど
の
現
実
問
題
を
思
い
出
さ

れ
た
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
事

件
を
未
然
に
防
ぎ
、
高
齢
者
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
た
社
会
を
築
い
て

い
く
た
め
に
、
地
域
の
中
で
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
大
切
な
の
か
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
の
た
め
の
５
つ
の
原
則

　

高
齢
者
の
人
権
の
視
点
と
し
て
、

平
成
３
年
に
国
連
総
会
で
「
高
齢

者
の
た
め
の
国
連
原
則
」（
５
つ
の

原
則
：
自
立
・
参
加
・
ケ
ア
・
自

己
実
現
・
尊
厳
）
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
内
容
は
お
お
よ
そ
次

の
と
お
り
で
す
。（
紙
面
の
制
約

上
集
約
し
て
い
ま
す
）

①
自
立
…
教
育
や
職
業
訓
練
へ
の

参
加
機
会
や
仕
事
や
収
入
手
段
へ

の
機
会
が
あ
り
、
衣
食
住
な
ど
の

日
常
生
活
で
自
立
で
き
る
こ
と
。

安
全
な
環
境
や
、
可
能
な
限
り
自

宅
生
活
が
で
き
る
こ
と
。

②
参
加
…
政
策
決
定
へ
の
積
極
参

加
、
若
年
世
代
と
自
己
の
経
験
や

知
識
を
分
か
ち
合
う
交
流
な
ど
へ

の
参
加
、
社
会
奉
仕
へ
の
参
加
や

高
齢
者
集
会
、
運
動
へ
の
参
加
な

ど
の
機
会
が
あ
る
こ
と
。

③
ケ
ア
…
家
族
や
地
域
か
ら
介
護

や
保
護
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
。
病

気
予
防
や
健
康
管
理
の
た
め
の
医

療
を
受
け
る
機
会
が
あ
る
こ
と
。

ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
ど
ん
な
状

況
で
も
自
己
の
尊
厳
、
信
念
、
要

求
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
の
基
本

的
人
権
や
自
由
を
享
受
で
き
る
こ

と
。
自
己
の
介
護
・
生
活
の
質
を

自
ら
決
定
す
る
権
利
が
尊
重
さ
れ

る
こ
と
。

④
自
己
実
現
…
社
会
の
教
育
的
・

文
化
的
・
精
神
的
・
娯
楽
的
施
設

な
ど
を
利
用
し
て
自
己
の
可
能
性

を
発
展
さ
せ
る
機
会
が
あ
る
こ
と
。

⑤
尊
厳
…
尊
厳
と
保
障
を
持
っ
て
、

肉
体
的
・
精
神
的
虐
待
を
受
け
ず
、

年
齢
・
性
別
・
人
種
・
民
族
的
背

景
・
障
害
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
公

平
に
扱
わ
れ
、
自
己
の
経
済
的
貢

献
に
関
ら
ず
尊
重
さ
れ
る
こ
と
。

　

以
上
が
現
在
、
広
く
国
際
人
権

規
準
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
で
話
し
合
い
を

　

で
は
、
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る

地
域
で
は
、
高
齢
者
の
人
権
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
、
話
し

合
っ
て
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を

進
め
た
ら
よ
い
の
か
、
ま
ず
は
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
課
題
を
も
と

に
話
し
合
っ
て
み
る
こ
と
が
最
初

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
、
話
し
合
い
で
は
相
手

の
立
場
や
考
え
方
を
尊
重
す
る
姿

勢
で
、
ま
た
、
誰
か
の
た
め
に

や
っ
て
あ
げ
る
の
で
は
な
く
、
相

手
の
意
思
決
定
を
尊
重
す
る
姿
勢

が
大
切
で
す
。

　

小
地
域
座
談
会
や
自
治
会
の
会

合
な
ど
で
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
会

活
動
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
高

齢
者
の
地
域
生
活
に
つ
い
て
一
度

話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

２
０
０
８
年
７
月

日
野
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
広
報
紙

一人で悩まず相談を～子どもの人権特設相談所～
　

　家族から暴力をふるわれたり、友達からいじめられたり、困っている
子どもたちからの相談を受け付けます。一人で悩まないで相談してく
ださい。また、保護者からの相談も受け付けています。なお、相談は無
料で、秘密は固く守られます。
　

日　時　７月２４日（木）、８月２１日（木）午後１時～午後４時
場　所　米子市明道公民館（米子市東町）
問合せ　鳥取地方法務局米子支局（電話０８５９‐２２‐６１６１）

人
権
と
安
全
・
安
心
な
地
域
を
目
指
し
て



広報ひの

届
出　

６
月　

日
～
７
月　

日   
敬
称
略

１１

１０

　

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
出
生
児
）　
　
  　
　
（
保
護
者
）（
性
別
）（
住
所
）

　

６
月
届
出
分

池
田　

大
志　
　

仁
紀
・
寿
栄 
男
の
子 
板
井
原

　

７
月
届
出
分

大
田　

万
葉　
　

智
広
・
佳
子 
男
の
子 
下
菅　

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　
（
年
齢
）　
 　
（
住
所
）

　

６
月
届
出
分

木
山　

露
子　
　
　

歳　
　

門
谷

９１

松
原
富
美
子　
　
　

歳　
　

金
持

７８

　

７
月
届
出
分

坪
倉　

泰
子　
　
　

歳　
　

中
菅

７５

■先月末、根雨から舟場にかけてホ
タルを探しに行ってみました。板
井原川にもたくさんいましたが、圧
巻だったのは舟場から見た日野川
のホタル。辺り一面ホタルの海と
いうかカーテンというか。感動し
ました。■ホタルが住んでいるの
は川がきれいな証拠。この環境を
いつまでも守りたいものですね (i)

18

日
野
町
俳
句
同
好
会　

選

歳
月
に
灰
の
や
せ
た
る 
夏
炉 
か
な
（
講
師
）
谷   　

悦
子

な
つ　

ろ

　

い
つ
ま
で
も
部
屋
に
居
座
る
大
西
日　

安
達
つ
る
ゑ

　 
老
鶯 
や
隠
岐
ま
で
届
け
海
越
え
て       
荒
木　

習
子

ろ
う
お
う

　 
夫 
植
え
し 
牡
丹 
吹
く
の
を
待
ち
か
ね
し    
梅
林　

春
子

つ
ま 

ぼ
た
ん

　

み
仏
と 
菖
蒲 
の
香
り
分
ち
合
い　
　
   
勝
瀬　

京
子

し
ょ
う
ぶ

　 
萬
緑 
に
深
く
鎮
も
る
観
音
堂　
  　
 　
   

川
上　

文
子

ば
ん
り
ょ
く

　

大
山
の
萬
緑
な
だ
れ
裾
野
ま
で　
 
　
　
　
　

久
城　

霞
渓

　
　控
え
目
な
光
灯
し
て
初
蛍　
　
　
  
　   
徳
本
千
鶴
子

　 
薫
風 
に
真
っ
直
ぐ
乾
く
つ
な
ぎ
服  　
  
真
壁
富
貴
枝

く
ん
ぷ
う

　   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
十
音
順
）

　

平成２０年度自衛官募集

■自衛隊受験説明会を開きます
 

日　時　８月３日(日)午前１０時３０分～午前１１時３０分
場　所　山村開発センター　小会議室
参加費　無料
問合せ　自衛隊米子地域事務所 (電話０８５９‐３３‐２４４０)

ひのっこ保育所子育て支援室「おひさまひろば」
では、保育所に入所していない子どもたちを迎え、
親子で楽しく遊んでいます。毎回ボランティアの
皆さんにもお世話になっています。
▼開設日　毎週水・金曜日　午前９時～午前１１時
　　　　　金曜日は、参加者が親子で自由に利用
　　　　　いただける日です。（お茶は各自で用
　　　　　意してください）

　６月は、外でたくさん遊びました。広い園庭で

さわやかな川風を感じながらのブランコや自転車

乗り、２５日は１１世帯２３人の参加でとてもにぎやか

でした。新しく参加される人もあり、おひさまひ

ろばの仲間が増えてうれしいです。暑い夏！みん

なで水遊びを楽しみましょう。皆さんお誘い合わ

せお越しください。

　ひのっこ保育所 (電話７２‐０２３８)

　　　　役場健康福祉課（電話７２‐０３３４）

８月の開催日
 ■１日（金）
■６日（水）：水遊び（水遊びができる準備をお願いします）
■８日（金）
■１３日（水）・１５日（金）はお盆休みです
■２０日（水）：町図書館からのおはなし会
　　　　　　　（午前９時４５分～午前１０時１５分）
■２２日（金）
■２７日（水）：水遊び
■２９日（金）
※これから暑くなります。紫外線予防をしっかりして帽子
をかぶりましょう

▼しゃぼん玉遊び
大きいのや小さいのがた
くさん風に吹かれ、虹色
に輝きながら空高く、遠
くへ飛んでいきました。
♪かーぜかーぜふくなー
しゃーぼんだまとばそー♪

▼七夕飾り
優しい子に育ちますよう
に、友達がいっぱいでき
ますように、トイレが上
手にできますように。お
星さま、願いをかなえて
くださいね。

一次試験および採用試験受付期間区　分

年間を通じて行っています (採用試験 )２等陸・海・空士

９月２０日 (土 )８月１日 ( 金 ) ～
９月１０日 ( 水 )

一般候補生

９月２３日 (火 )航空学生

１０月２５日 (土 )
９月８日 ( 月 ) ～
９月３０日 ( 火 )

看護学生

１１月１５日 ( 土 )・１６日 ( 日 )防衛大学校学生

１１月１日 ( 土 )・２日 ( 日 )防衛医科大学学生



19 広報ひの

ＡＵＧＵＳＴ(葉月)

月１８胃がん・肺がん・大腸がん検診　開発センター
対象地区：根雨６区、三谷１・２区、貝原、金
持、野田（受付：午前８時～午前９時、胃がん
検診を受けない人は午前９時～午前１０時）

金 １
隣保館生け花講座
下榎集会所　午後７時３０分～火１９

資源ごみの収集日（全町）水２０土 ２

木２１日 ３

金２２乳幼児相談　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分月 ４

土２３健康相談　町公民館　午前９時～午前１０時

日２４法律相談　開発センター　午後１時～
申込み：町社会福祉協議会（７４-０３３８）８月１日〆切火 ５

月２５人権相談
開発センター　午後１時～午後３時

火２６行政相談　町公民館　午前９時～正午水 ６

古紙の収集日（全町）水２７不燃ごみの収集日（全町）

木２８木 ７
特定健康診査【集団検診】補足日　
午前＝町公民館（受付：午前８時３０分～午前９
　　　時３０分）
午後＝開発センター（受付：午後１時～午後２時）

金２９金 ８

隣保館編み物講座　老人憩の家　午後１時～土 ９

土３０日１０

日３１月１１

火１２
発泡スチロール、乾電池、蛍光管の収集日
（全町）水１３
可燃ごみの収集は休みます（くぬぎの森への持込
みはできます。時間：午前８時３０分～午後４時）木１４
黒坂納涼まつり
黒坂小学校グラウンド　午後６時～金１５
可燃ごみの収集は休みます（くぬぎの森への持込
みはできます。時間：午前８時３０分～午後４時）

土１６

日１７

直
通
電
話

72‐2105出納室72‐0333住民課72‐0332企画政策課72‐0331総務課
74‐0212町公民館74‐0211黒坂支所72‐2101産業振興課72‐0334健康福祉課
72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会72‐0335議会事務局 
72‐1191下榎集会所72‐0238ひのっこ保育所72‐1852地域包括支援センター72‐1167学校給食センター

役場代表番号 (夜間・休日）　72‐0331

 

（町内の展示コーナーを紹介します）
 

■山陰合同銀行根雨支店
～８月１５日まで
８月１８日～９月１９日

　

■蔵美術館　
～８月１０日まで

 

■県西部地震展示交流センター
～８月２７日まで

町県民税２期分、国民健康保険税２期分、介護保険
料２期分、後期高齢者医療保険料２期分の納期限は

９月１日（月）です
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トウバンジャン

・ ・

③

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
ま
ち
が
き
れ
い
に

　　

町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た
「
愛
と

元
気
の
日
野
町
ふ
る
さ
と
基
金
」
を
創
設
し
、
町
に
対

す
る
ご
寄
付
を
募
っ
て
い
ま
す
。
６
月
か
ら
本
格
的

に
お
願
い
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
早
速
に
５
人
の
皆
さ
ん

か
ら
計　

万
円
の
申
し
出
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本

７０

当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
を
思
わ
れ
る
気
持
ち
に
敬
意

を
表
し
ま
す
。
ま
た
、「
日
野
町
よ
頑
張
っ
て
く
れ
よ
」

と
の
言
葉
も
い
た
だ
き
、
私
の
大
き
な
励
み
と
な
り
ま

し
た
。

　

我
が
ま
ち
で
は
、
今
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
私
の
関
係
し
た
も
の
を
挙

げ
ま
す
と
、
６
月　

日
の
黒
坂
カ
ワ
コ
ふ
れ
あ
い
公
園

１５

の
清
掃
活
動
、
６
月　

日
と
７
月
５
日
の
滝
山
公
園
の

２１

草
刈
り
活
動
、
６
月　

日
に
は
上
菅
都
合
谷
た
た
ら
街

２２

道
整
備
活
動
と
、
７
月
に
は
鵜
の
池
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

整
備
活
動
な
ど
、
毎
週
末
に
は
町
の
ど
こ
か
で
何
ら
か

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
郷
土

を
大
切
に
し
た
い
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
自
分

た
ち
で
と
の
気
持
ち
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、
あ

り
が
た
く
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
に
は
町
内
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、

日
野
総
合
事
務
所
や
役
場
職
員
も
大
勢
参
加
し
て
お

り
、
気
持
ち
良
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。
滝
山
公
園
も
こ

の
秋
に
は
美
し
い
紅
葉
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
来
春

に
は
桜
の
花
や
名
物
の
ツ
ツ
ジ
が
見
事
に
咲
き
誇
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ

さ
い
。
こ
れ
こ
そ
日
野
町
の
誇
り
で
す
。
活
動
に
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
７
月
７
日
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
町
長　

景　

山　

享　

弘

第２８回
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「
ヒ
ナ
を
連
れ
た
オ
シ
ド
リ
が
い
た
よ
。

と
っ
て
も
可
愛
か
っ
た
」「
う
ち
の
田
ん
ぼ

に
２
羽
来
と
っ
た
に
」
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス

が
次
々
と
届
き
ま
し
た
。
北
帰
行
せ
ず

残
っ
た
オ
シ
ド
リ
は
わ
ず
か
。
そ
の
オ
シ

ド
リ
に
会
え
る
な
ん
て
ラ
ッ
キ
ー
な
方
で

す
。
日
野
町
は
誰
も
が
認
め
る
「
オ
シ
ド
リ

の
住
む
ま
ち
」。
す
ば
ら
し
い
ま
ち
で
す
。

　

【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　
　
  
森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）
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オ
シ
ド
リ
の
住
む
ま
ち

『どうだい、この肉体美。いやいやこの羽根美？』
撮影●木吉智美さん（広島県三次市）


